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去
年
は
映
像
制
作
、YouTube

活

動
と
同
時
に
勉
強
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
こ
で
得
た
知
識

を
活
用
し
て
発
信
の
精
度
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
移
り
変
わ
り
も
激

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
去
年
以
上
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
流
行
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
手

応
え
を
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、
逆

に
気
合
い
を
入
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

反
応
が
悪
か
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
去
年
は
ど
ん
な

一
年
で
し
た
か
？

　
ま
た
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
し
た
い

で
す
か
？

　
僕
は
去
年
と
同
じ
く
、
今
年
も
ワ
ク

ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
一
年
に
な
り
そ
う

で
す
。

特  
集

令
和
２
年
度 

仁
木
町
予
算
決
定
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●ひとの動き
　人口／3,184人（前月比－38）  男性／1,537人（前月比－23）  女性／1,647人（前月比－15）  世帯数／1,650世帯（前月比－11）
　外国人人口／20人  男性／４人  女性／16人  世帯数／16世帯 （令和２年３月31日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

４月６日、町内小学校で挙
行された入学式。緊張した
面持ちで会場に入っていく
新一年生を、温かい拍手で
迎える皆さんと、今まさに
新しい世界へ第一歩を踏み
出そうとする新一年生の肩
を、優しく支える先生の
手。多くの皆さんに支えら
れ、まだまだあどけない新
一年生の学校生活が始まり
ます。（撮影場所／銀山小
学校） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

木
町
に
来
て
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
去
年
は
こ
の
広
報
紙

に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
新
し
い
こ
と
に
は
た
く
さ
ん
挑
戦
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
像
制
作
、

ド
ロ
ー
ン
、YouTube

、
イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ
。
そ
の
中
で
もYouTube

は
特
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
買
い
、
町
の
映
像
を
作
り

YouTube

を
メ
イ
ン
に
発
信
を
す
る

と
沢
山
の
人
か
ら
「
嬉
し
い
」
と
温
か

い
言
葉
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
僕
は
正

直
、
そ
こ
ま
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

と
思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
。

　YouTube

を
メ
イ
ン
に
発
信
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
今
流
行
り
の「You

Tuber

」
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
若
い

人
が
た
だYouTuber

に
な
り
た
く
て

仁
木
町
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
例
え
そ
う
思

わ
れ
た
と
し
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
と
お
し
た

発
信
、
特
に
動
画
に
よ
る
発
信
は
今
後

も
重
要
に
な
る
と
考
え
活
動
を
続
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
実

際
に
発
信
を
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
て
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
ん
な
僕
を

受
け
入
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
と
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

そ
ん
な
想
い
を
言
葉
だ
け
で
な
く
、
動

画
を
と
お
し
て
た
く
さ
ん
の
発
信
を
こ

れ
か
ら
も
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
去
年
は
挑
戦
の
年
、
今
年
は

変
化
を
加
え
る
年
に
。
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
去
年
の
挑
戦
し
て
き
た
こ

と
に
対
し
、
今
年
は
そ
こ
に
変
化
を
加

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
活
動
を
よ
り
大
き
く
し
た
り
、

ま
た
違
う
方
向
に
進
ん
で
み
た
り
、
試

す
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
去
年

と
同
じ
こ
と
を
ひ
た
す
ら
今
年
も
続
け

る
の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
的
に
発
信

す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？

も
っ
と
町
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
他
に

ど
ん
な
事
が
で
き
る
の
か
？
色
々
と
戦

略
を
練
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

仁
仁木町地域おこし協力隊コラム

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.25
地域おこし協力隊

嶋 倉  健 悟

2020
令和２年

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

次は変化を加える年に次は変化を加える年に
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第
一
回
定
例
町
議
会
で
、佐
藤

聖
一
郎
町
長
、岩
井
秋
男
教
育
長

が
、そ
れ
ぞ
れ
新
年
度
の
執
行
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
佐
藤
町
長
は
、「
私
に

と
っ
て
本
年
度
は
、町
長
就
任
２

期
目
の
集
大
成
で
あ
る
と
と
も

に
、第
５
期
仁
木
町
総
合
計
画
総

仕
上
げ
の
年
。役
場
が
一
丸
と
な

り
、最
善
の
努
力
を
も
っ
て
行
政

運
営
に
取
り
組
む
」と
決
意
を
述

べ
、町
民
皆
さ
ま
の
町
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
加
と
、一
層
の
支

援
、協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
岩
井
教
育
長
は
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ（
物

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）や
人
工
知

能
が
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

「Society 5.0

」
の
到
来
な
ど
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況

に
、主
体
的
に
向
き
合
い
な
が
ら

『
ふ
る
さ
と
仁
木
』
に
愛
着
を
持

ち
、
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
理

解
し
解
決
で
き
る
人
材
を
育
む

こ
と
が
重
要
」と
述
べ
、
地
方
創

生
実
現
に
向
け
た
人
材
育
成
を

担
う
、教
育
の
重
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　
以
下
、執
行
方
針
を
交
え
な
が

ら
、第
５
期
仁
木
町
総
合
計
画
に

謳
う「
安
心
」、「
潤
い
」、「
学
び
」、

「
活
力
」、「
協
働
」そ
れ
ぞ
れ
の
切

り
口
か
ら
、令
和
２
年
度
の
主
な

施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

令和２年３月に行われた令和２年第１回定例町議会。
本年度の仁木町予算が可決され、新たな年度が動き出しました。●

令
和
２
年
度
の
主
な
施
策

仁
木
町
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、町
民
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
の
町
づ
く
り
へ
積
極
的
な
参
加
を

保
健
・
医
療
の
充
実
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
育
て
の
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
、防
災
対
策
、

交
通
安
全
の
推
進
な
ど
を
通
じ
、安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①町政執行方針を述べる
佐藤町長。持続可能な地
域社会の維持には、地方
創生の取組を強化・加速
することが重要と強調②
教育行政執行方針を述べ
る岩井教育長。「学校教
育」、「生涯学習」の有機的
な結びつきを大切に取組
を進めると述べた

誰
も
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
心

低所得者世帯の冬期間の生活を支援する
ため、灯油購入費等を助成し、世帯の負担
の軽減を図ることを目的とする事業です。

●ぬくもり灯油助成事業

予算額／ 2,240千円

災害発生時に備え、非常用毛布やエアー
マットなどの資機材及び備蓄食料を避難
施設等に配備するための経費です。

●防災対策経費

予算額／ 8,621千円

子育て世帯の負担軽減を図るため、中学生
までの入院及び通院にかかる医療費の助
成を行う事業です。

●乳幼児等医療費助成事業

予算額／ 8,640千円

総合戦略の「結婚・妊娠・出産に対する支
援プロジェクト」として、不妊に悩む方を
対象に北海道が実施している特定不妊治
療費助成事業の対象外の方や、北海道の助
成事業では自己負担が生じる方、さらには
人工授精や不育症の治療を行う方に対し
経費の一部を助成する事業です。

●不妊治療費助成事業

予算額／ 950千円

新生児に聴覚検査を受ける機会をもうけ、
聴覚障害を早期に発見し適切な療育につ
なげるため、医療機関に支払った検査料を
助成する事業です。

●新生児聴覚検査費助成事業

予算額／ 165千円

この施設は、地方創生の推進、ひいては本
町の持続的な発展を牽引していくうえで、
重要な施設であるとの認識のもと、第２期
総合戦略の重点プロジェクトに位置付け、
関連する施策の充実を図りながら、子ど
も・子育て世代への支援に取り組んでい
きます。
当事業は、令和元年度に策定した「（仮称）
仁木町子育て支援拠点施設整備構想」に基
づき、現行の保育所、学童保育、地域子育て
支援拠点をベースに、新たに「児童館」を加
え一体化させた施設を、令和５年度からの
供用開始を目指し整備を進める事業です。
本年度は基本設計等を実施します。

●子育て支援拠点建設事業

予算額／ 9,075千円

●令和２年度当初予算の概要

木
町
の
財
政
状
況

は
、
平
成
30
年
度
決

算
の
財
政
健
全
化
を
示
す
健

全
化
判
断
比
率
が
、
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び

将
来
負
担
比
率
は
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
判
断
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、

道
内
の
多
く
の
市
町
村
同

様
、
地
方
交
付
税
な
ど
他
に

依
存
す
る
財
源
が
歳
入
全
体

の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
財

政
基
盤
の
脆
弱
さ
は
、
財
政

運
営
上
の
大
き
な
懸
念
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
債
や
基
金
の

適
切
な
管
理
に
よ
っ
て
将
来

の
世
代
へ
過
度
な
負
担
を
残

さ
な
い
、
今
後
を
見
据
え
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
健
全
な
財

政
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
３
月

に
成
立
し
た
令
和
２
年
度
仁

木
町
予
算
と
、
主
な
施
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

仁

特別会計 ●国民健康保険事業特別会計　 207,128千円　　　●簡易水道事業特別会計　417,615千円
●後期高齢者医療特別会計　　  69,410千円

一般会計歳出（支出）予算
（　）内は構成比

●土木費 311,192 千円
●消防費 215,144 千円
●教育費 256,281 千円
●災害復旧費 10 千円
●公債費 433,817 千円
●諸支出金 715 千円
●予備費 2,000 千円

●議会費 56,795
●総務費 662,007
●民生費 819,158
●衛生費 440,660
●労働費 31
●農林水産業費 235,976
●商工費 181,343

（1.6％）
（18.3％）
（22.7％）
（12.2％）
（0.0％）
（6.5％）
（5.0％）

（8.6％）
（5.9％）
（7.1％）
（0.0％）
（12.0％）
（0.0％）
（0.1％）

3,615,129千円

一般会計歳入（収入）予算 （　）内は構成比3,615,129千円
●交通安全対策特別交付金 500 千円
●分担金及び負担金 5,904 千円
●使用料及び手数料 72,073 千円
●国庫支出金 291,770 千円
●道支出金 247,921 千円
●財産収入 16,599 千円
●寄附金 200,010 千円
●繰入金 304,524 千円
●繰越金 5,000 千円
●諸収入 54,179 千円
●町債 183,000 千円

●町税 322,559 千円
●地方譲与税 41,590 千円
●利子割交付金 400 千円
●配当割交付金 550 千円
●株式等譲渡所得割交付金 250 千円
●法人事業税交付金 400 千円
●地方消費税交付金 83,000 千円
●ゴルフ場利用税交付金 3,100 千円
●環境性能割交付金 5,000 千円
●地方特例交付金 1,800 千円
●地方交付税 1,775,000 千円

（8.9％）
（1.2％）
（0.0％）
（0.0％）
（0.0％）
（0.0％）
（2.3％）
（0.1％）
（0.1％）
（0.0％）
（49.1％）

（0.0％）
（0.2％）
（2.0％）
（8.1％）
（6.9％）
（0.5％）
（5.5％）
（8.4％）
（0.1％）
（1.5％）
（5.1％）

令
和
２
年
度

仁
木
町

予
算
決
定

特集

※地方消費税交付金 83,000 千円のうち、社会保障財源化分 35,500 千円は、全て社会保障経費 838,516 千円へ充当します。

令和２年３月に行われた令和２年第１回定例町議会。
本年度の仁木町予算が可決され、新たな年度が動き出しました。

①②
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染
症
対
策

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
木
町
人
事

く
ら
し
の
伝
言
板

　
第
一
回
定
例
町
議
会
で
、佐
藤

聖
一
郎
町
長
、岩
井
秋
男
教
育
長

が
、そ
れ
ぞ
れ
新
年
度
の
執
行
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
佐
藤
町
長
は
、「
私
に

と
っ
て
本
年
度
は
、町
長
就
任
２

期
目
の
集
大
成
で
あ
る
と
と
も

に
、第
５
期
仁
木
町
総
合
計
画
総

仕
上
げ
の
年
。役
場
が
一
丸
と
な

り
、最
善
の
努
力
を
も
っ
て
行
政

運
営
に
取
り
組
む
」と
決
意
を
述

べ
、町
民
皆
さ
ま
の
町
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
加
と
、一
層
の
支

援
、協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
岩
井
教
育
長
は
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ（
物

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）や
人
工
知

能
が
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

「Society 5.0

」
の
到
来
な
ど
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況

に
、主
体
的
に
向
き
合
い
な
が
ら

『
ふ
る
さ
と
仁
木
』
に
愛
着
を
持

ち
、
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
理

解
し
解
決
で
き
る
人
材
を
育
む

こ
と
が
重
要
」と
述
べ
、
地
方
創

生
実
現
に
向
け
た
人
材
育
成
を

担
う
、教
育
の
重
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　
以
下
、執
行
方
針
を
交
え
な
が

ら
、第
５
期
仁
木
町
総
合
計
画
に

謳
う「
安
心
」、「
潤
い
」、「
学
び
」、

「
活
力
」、「
協
働
」そ
れ
ぞ
れ
の
切

り
口
か
ら
、令
和
２
年
度
の
主
な

施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

令和２年３月に行われた令和２年第１回定例町議会。
本年度の仁木町予算が可決され、新たな年度が動き出しました。●

令
和
２
年
度
の
主
な
施
策

仁
木
町
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、町
民
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
の
町
づ
く
り
へ
積
極
的
な
参
加
を

保
健
・
医
療
の
充
実
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
育
て
の
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
、防
災
対
策
、

交
通
安
全
の
推
進
な
ど
を
通
じ
、安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①町政執行方針を述べる
佐藤町長。持続可能な地
域社会の維持には、地方
創生の取組を強化・加速
することが重要と強調②
教育行政執行方針を述べ
る岩井教育長。「学校教
育」、「生涯学習」の有機的
な結びつきを大切に取組
を進めると述べた

誰
も
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
心

低所得者世帯の冬期間の生活を支援する
ため、灯油購入費等を助成し、世帯の負担
の軽減を図ることを目的とする事業です。

●ぬくもり灯油助成事業

予算額／ 2,240千円

災害発生時に備え、非常用毛布やエアー
マットなどの資機材及び備蓄食料を避難
施設等に配備するための経費です。

●防災対策経費

予算額／ 8,621千円

子育て世帯の負担軽減を図るため、中学生
までの入院及び通院にかかる医療費の助
成を行う事業です。

●乳幼児等医療費助成事業

予算額／ 8,640千円

総合戦略の「結婚・妊娠・出産に対する支
援プロジェクト」として、不妊に悩む方を
対象に北海道が実施している特定不妊治
療費助成事業の対象外の方や、北海道の助
成事業では自己負担が生じる方、さらには
人工授精や不育症の治療を行う方に対し
経費の一部を助成する事業です。

●不妊治療費助成事業

予算額／ 950千円

新生児に聴覚検査を受ける機会をもうけ、
聴覚障害を早期に発見し適切な療育につ
なげるため、医療機関に支払った検査料を
助成する事業です。

●新生児聴覚検査費助成事業

予算額／ 165千円

この施設は、地方創生の推進、ひいては本
町の持続的な発展を牽引していくうえで、
重要な施設であるとの認識のもと、第２期
総合戦略の重点プロジェクトに位置付け、
関連する施策の充実を図りながら、子ど
も・子育て世代への支援に取り組んでい
きます。
当事業は、令和元年度に策定した「（仮称）
仁木町子育て支援拠点施設整備構想」に基
づき、現行の保育所、学童保育、地域子育て
支援拠点をベースに、新たに「児童館」を加
え一体化させた施設を、令和５年度からの
供用開始を目指し整備を進める事業です。
本年度は基本設計等を実施します。

●子育て支援拠点建設事業

予算額／ 9,075千円

●令和２年度当初予算の概要

木
町
の
財
政
状
況

は
、
平
成
30
年
度
決

算
の
財
政
健
全
化
を
示
す
健

全
化
判
断
比
率
が
、
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び

将
来
負
担
比
率
は
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
判
断
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、

道
内
の
多
く
の
市
町
村
同

様
、
地
方
交
付
税
な
ど
他
に

依
存
す
る
財
源
が
歳
入
全
体

の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
財

政
基
盤
の
脆
弱
さ
は
、
財
政

運
営
上
の
大
き
な
懸
念
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
債
や
基
金
の

適
切
な
管
理
に
よ
っ
て
将
来

の
世
代
へ
過
度
な
負
担
を
残

さ
な
い
、
今
後
を
見
据
え
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
健
全
な
財

政
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
３
月

に
成
立
し
た
令
和
２
年
度
仁

木
町
予
算
と
、
主
な
施
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

仁

特別会計 ●国民健康保険事業特別会計　 207,128千円　　　●簡易水道事業特別会計　417,615千円
●後期高齢者医療特別会計　　  69,410千円

一般会計歳出（支出）予算
（　）内は構成比

●土木費 311,192 千円
●消防費 215,144 千円
●教育費 256,281 千円
●災害復旧費 10 千円
●公債費 433,817 千円
●諸支出金 715 千円
●予備費 2,000 千円

●議会費 56,795
●総務費 662,007
●民生費 819,158
●衛生費 440,660
●労働費 31
●農林水産業費 235,976
●商工費 181,343

（1.6％）
（18.3％）
（22.7％）
（12.2％）
（0.0％）
（6.5％）
（5.0％）

（8.6％）
（5.9％）
（7.1％）
（0.0％）
（12.0％）
（0.0％）
（0.1％）

3,615,129千円

一般会計歳入（収入）予算 （　）内は構成比3,615,129千円
●交通安全対策特別交付金 500 千円
●分担金及び負担金 5,904 千円
●使用料及び手数料 72,073 千円
●国庫支出金 291,770 千円
●道支出金 247,921 千円
●財産収入 16,599 千円
●寄附金 200,010 千円
●繰入金 304,524 千円
●繰越金 5,000 千円
●諸収入 54,179 千円
●町債 183,000 千円

●町税 322,559 千円
●地方譲与税 41,590 千円
●利子割交付金 400 千円
●配当割交付金 550 千円
●株式等譲渡所得割交付金 250 千円
●法人事業税交付金 400 千円
●地方消費税交付金 83,000 千円
●ゴルフ場利用税交付金 3,100 千円
●環境性能割交付金 5,000 千円
●地方特例交付金 1,800 千円
●地方交付税 1,775,000 千円

（8.9％）
（1.2％）
（0.0％）
（0.0％）
（0.0％）
（0.0％）
（2.3％）
（0.1％）
（0.1％）
（0.0％）
（49.1％）

（0.0％）
（0.2％）
（2.0％）
（8.1％）
（6.9％）
（0.5％）
（5.5％）
（8.4％）
（0.1％）
（1.5％）
（5.1％）

令
和
２
年
度

仁
木
町

予
算
決
定

特集

※地方消費税交付金 83,000 千円のうち、社会保障財源化分 35,500 千円は、全て社会保障経費 838,516 千円へ充当します。

令和２年３月に行われた令和２年第１回定例町議会。
本年度の仁木町予算が可決され、新たな年度が動き出しました。

①②



５ 令和２年４月 ４令和２年４月

新型コロナウイルス感染症の感染
予防にご協力ください

　政府対策本部は４月７日、「新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律」に基づく緊
急事態宣言を行いました。
　北海道でも、この緊急事態宣言の期間は、改めて、これまで私たちが取り組んできたことを確認し、
徹底していく「集中対策期間」（４月 8日㈬～ 5月６日㈬）とすることを発表しています。
　町はこれを受け、「仁木町新型インフルエンザ等対策本部条例」に基づき、４月７日に佐藤町長を対策
本部長とする新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぎ、町
民皆さまの健康と命を守る取組を進めてまいります。
　町民の民さまにおかれましては、これまでも感染予防に努めていただいているところですが、今しば
らくの間、ご理解とご協力をお願いいたします。

帰宅時や調理の前
後、食事の前など、
こまめに手を洗いま

しょう！

十分な睡眠とバラン
スのよい食事を心が
け、免疫力を高めま

しょう！

適切な湿度（50～
60％）を保ち、乾
燥から喉を守りま
しょう！

咳・くしゃみは、マ
スク、ハンカチ、袖
などで口・鼻をおさ
えてしましょう！

× × ×換気の悪い 多数が集まる 間近で会話や
発声をする

体調は大丈夫？
こんな症状はありませんか？

倶知安保健所　☎（0136）23-1957

これらに当てはまる、ご自身の症状に不安がある場合などは倶
知安保健所までご相談ください。

風邪の症状や、37.5℃以上の発熱が４日以上続い
ている（解熱剤を飲み続けなければならない場合も含みます）

発熱があり解熱剤を飲み続けている

強いだるさや、息苦しさがある

ご高齢者や基礎疾患等をお持ちの方は、上の状態
が２日程度つづいている

✓
✓
✓
✓

消毒液、足りてますか？！ ！

手洗い 健康管理 湿 度 咳エチケット

密閉空間 密集空間 密接場面

手洗い 健康管理 湿 度 咳エチケット

密閉空間 密集空間 密接場面

　台所用漂白剤などを水で薄めると、
感染予防に効果が期待できる消毒液を
作ることができます。
　濃度は 0.02％ほどで十分。500ml
ペットボトルに、キャップの半分程度
（2ml）の漂白剤が目安です。

　ただし、この消毒液は
家財を痛めてしまうおそ
れがありますので、付い
てしまったら水拭きなど
で拭き取ることをお勧め
します。

３つの密を避けましょう！

一人ひとりが実践しましょう！
優
れ
た
自
然
環
境
と
共
生
し
、水
道
や
ご
み
処
理
な
ど
の
生
活
基
盤
、道
路
、公
共

交
通
環
境
の
確
保
・
充
実
を
図
り
、快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
整
え
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
に
学
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

潤
い

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

中
で
、学
び
・
育
ち
・
支
え
合
う
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

学
び

生
産
基
盤
の
充
実
、遊
休
農
地
の
活
用
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
、収
益
性
の
高
い
地
域
農
業
を
中
心
に
、

商
業
・
産
業
・
観
光
と
の
複
合
的
な
展
開
に
よ
り
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

活
力

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働

高等学校生徒の通学及び下宿に要
する経費負担を軽減するため、通学
費等の一部を補助する事業です。

●高等学校生徒通学費等補助事業

予算額／ 2,620千円

令和２年度に入学する小学校１年
生に、仁木町民スキー場のリフト券
を配付する事業です。

●スキーリフト券支給事業

予算額／ 396千円

子育て世帯の経済的な負担を軽減
するため、小中学校に同時に２人以
上通学する児童生徒の保護者に対
し、２人目半額、３人目以降全額の
学校給食費の助成を行う事業です。

●学校給食費補助事業

予算額／ 1,598千円

町営住宅サン・然別の屋上防水改
修を行う事業です。

●町営住宅サン・然別屋上防水改修事業

予算額／ 12,250千円

老朽化が著しい橋りょうの補修を
行い長寿命化を図る事業です。（工
事実施／砥の川橋）

●橋りょう補修事業

予算額／ 75,079千円

平成30年10月１日から本格運行
している、銀山線予約制バスの運
行を行う事業です。

●予約制バス運行事業

予算額／ 11,203千円

合併処理浄化槽の設置工事に対
し、浄化槽の設置費用にかかる補
助基準額（80％）を補助する事業
です。

●合併処理浄化槽整備事業

予算額／ 22,724千円

新規就農者の施設園芸促進ハウスの
新設に対して補助を行う事業です。

●新規就農者施設園芸促進ハウス
　新設補助事業

予算額／ 7,560千円

新規就農者・新規農業後継者に対し
て、奨励金を支給する事業です。

●農業担い手育成事業補助金
予算額／ 3,000千円

農業の多面的機能の維持・増進を図
るため、地域共同による畦畔の草刈、
水路の泥上げ等の地域資源の基礎的
保全活動等に対し、国の多面的機能支
払交付金により支援を行う事業です。

●多面的機能支払交付金交付事業

予算額／ 19,160千円

低コスト生産や省力化のため、畦畔除
去による水田の区画拡大等、簡易な基
盤整備工事希望者に対し補助を行う
事業です。

●農業基盤整備促進事業
予算額／ 3,864千円

ワインツーリズムの実施により、観光
客の誘致を行い、交流人口を増加させ
ることで、ワイン産業振興を図る事業
です。

●ワインツーリズム振興事業
予算額／ 7,312千円

　「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ

く
り
」
を
理
念
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
行
政
体
制

の
確
立
に
努
め
、
職
員
研
修

の
充
実
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を

図
り
つ
つ
、
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
が
自
主
自
立

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
に
は
、
人
口
や
財

政
の
規
模
に
見
合
っ
た
町
政

運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
事
業
へ
の
適
正
な
予

算
配
分
・
運
営
に
努
め
、
町

民
参
加
の
も
と
、
第
６
期
仁

木
町
総
合
計
画
の
策
定
に
取

り
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。
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く
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。
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新型コロナウイルス感染症の感染
予防にご協力ください

　政府対策本部は４月７日、「新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律」に基づく緊
急事態宣言を行いました。
　北海道でも、この緊急事態宣言の期間は、改めて、これまで私たちが取り組んできたことを確認し、
徹底していく「集中対策期間」（４月 8日㈬～ 5月６日㈬）とすることを発表しています。
　町はこれを受け、「仁木町新型インフルエンザ等対策本部条例」に基づき、４月７日に佐藤町長を対策
本部長とする新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぎ、町
民皆さまの健康と命を守る取組を進めてまいります。
　町民の民さまにおかれましては、これまでも感染予防に努めていただいているところですが、今しば
らくの間、ご理解とご協力をお願いいたします。

帰宅時や調理の前
後、食事の前など、
こまめに手を洗いま

しょう！

十分な睡眠とバラン
スのよい食事を心が
け、免疫力を高めま

しょう！

適切な湿度（50～
60％）を保ち、乾
燥から喉を守りま
しょう！

咳・くしゃみは、マ
スク、ハンカチ、袖
などで口・鼻をおさ
えてしましょう！

× × ×換気の悪い 多数が集まる 間近で会話や
発声をする

体調は大丈夫？
こんな症状はありませんか？

倶知安保健所　☎（0136）23-1957

これらに当てはまる、ご自身の症状に不安がある場合などは倶
知安保健所までご相談ください。

風邪の症状や、37.5℃以上の発熱が４日以上続い
ている（解熱剤を飲み続けなければならない場合も含みます）

発熱があり解熱剤を飲み続けている

強いだるさや、息苦しさがある

ご高齢者や基礎疾患等をお持ちの方は、上の状態
が２日程度つづいている

✓
✓
✓
✓

消毒液、足りてますか？！ ！

手洗い 健康管理 湿 度 咳エチケット

密閉空間 密集空間 密接場面

手洗い 健康管理 湿 度 咳エチケット

密閉空間 密集空間 密接場面

　台所用漂白剤などを水で薄めると、
感染予防に効果が期待できる消毒液を
作ることができます。
　濃度は 0.02％ほどで十分。500ml
ペットボトルに、キャップの半分程度
（2ml）の漂白剤が目安です。

　ただし、この消毒液は
家財を痛めてしまうおそ
れがありますので、付い
てしまったら水拭きなど
で拭き取ることをお勧め
します。

３つの密を避けましょう！

一人ひとりが実践しましょう！
優
れ
た
自
然
環
境
と
共
生
し
、水
道
や
ご
み
処
理
な
ど
の
生
活
基
盤
、道
路
、公
共

交
通
環
境
の
確
保
・
充
実
を
図
り
、快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
整
え
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
に
学
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

潤
い

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

中
で
、学
び
・
育
ち
・
支
え
合
う
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

学
び

生
産
基
盤
の
充
実
、遊
休
農
地
の
活
用
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
、収
益
性
の
高
い
地
域
農
業
を
中
心
に
、

商
業
・
産
業
・
観
光
と
の
複
合
的
な
展
開
に
よ
り
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

活
力

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働

高等学校生徒の通学及び下宿に要
する経費負担を軽減するため、通学
費等の一部を補助する事業です。

●高等学校生徒通学費等補助事業

予算額／ 2,620千円

令和２年度に入学する小学校１年
生に、仁木町民スキー場のリフト券
を配付する事業です。

●スキーリフト券支給事業

予算額／ 396千円

子育て世帯の経済的な負担を軽減
するため、小中学校に同時に２人以
上通学する児童生徒の保護者に対
し、２人目半額、３人目以降全額の
学校給食費の助成を行う事業です。

●学校給食費補助事業

予算額／ 1,598千円

町営住宅サン・然別の屋上防水改
修を行う事業です。

●町営住宅サン・然別屋上防水改修事業

予算額／ 12,250千円

老朽化が著しい橋りょうの補修を
行い長寿命化を図る事業です。（工
事実施／砥の川橋）

●橋りょう補修事業

予算額／ 75,079千円

平成30年10月１日から本格運行
している、銀山線予約制バスの運
行を行う事業です。

●予約制バス運行事業

予算額／ 11,203千円

合併処理浄化槽の設置工事に対
し、浄化槽の設置費用にかかる補
助基準額（80％）を補助する事業
です。

●合併処理浄化槽整備事業

予算額／ 22,724千円

新規就農者の施設園芸促進ハウスの
新設に対して補助を行う事業です。

●新規就農者施設園芸促進ハウス
　新設補助事業

予算額／ 7,560千円

新規就農者・新規農業後継者に対し
て、奨励金を支給する事業です。

●農業担い手育成事業補助金
予算額／ 3,000千円

農業の多面的機能の維持・増進を図
るため、地域共同による畦畔の草刈、
水路の泥上げ等の地域資源の基礎的
保全活動等に対し、国の多面的機能支
払交付金により支援を行う事業です。

●多面的機能支払交付金交付事業

予算額／ 19,160千円

低コスト生産や省力化のため、畦畔除
去による水田の区画拡大等、簡易な基
盤整備工事希望者に対し補助を行う
事業です。

●農業基盤整備促進事業
予算額／ 3,864千円

ワインツーリズムの実施により、観光
客の誘致を行い、交流人口を増加させ
ることで、ワイン産業振興を図る事業
です。

●ワインツーリズム振興事業
予算額／ 7,312千円

　「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ

く
り
」
を
理
念
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
行
政
体
制

の
確
立
に
努
め
、
職
員
研
修

の
充
実
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を

図
り
つ
つ
、
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
が
自
主
自
立

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
に
は
、
人
口
や
財

政
の
規
模
に
見
合
っ
た
町
政

運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
事
業
へ
の
適
正
な
予

算
配
分
・
運
営
に
努
め
、
町

民
参
加
の
も
と
、
第
６
期
仁

木
町
総
合
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
・
民
間
・
行
政
が
協
働
で
創
る
ま
ち

づ
く
り
を
通
じ
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
令
和
元
年
度
が
無
事
終
了
し
、
新
た
に
令

和
２
年
度
が
始
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年

親
し
ま
れ
て
き
た「
教
育
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」

か
ら
「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
と
し
て
名
称

を
変
更
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
で

は
、
学
校
教
育
で
５
項
目
、
生
涯
学
習
で
３

項
目
の
重
点
を
定
め
ま
し
た
。

◎
学
校
教
育
（
５
項
目
）

　「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

　「
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
の
育
成
」

　「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」

図 書 室 通 信

　図書については、本町で推進している
ワイン産業振興にともない、ワインに関
する本を多く揃えました。ご興味のある
方はぜひ仁木町民センター・図書室にお
立ち寄りください。また、大江地区、銀
山地区にも新刊を配架しておりますの
で、ぜひご利用ください。

４月23日は「子ども読書の日」です！
　本を読む楽しさを知ることは、子ども
の成長にとても大切なことです。
　また、大人にとっても子どもの読書の
大切さを考える大切な機会です。
　この機会に図書室を利用しませんか？

▼図　書
背高泡立草、流人道中記（上・下）、土
とワイン、ワインの香り、The wine マ
グナム・エディション、WINE NOTE、
ワイン用葡萄品種大事典、芙蓉の人、人
間の本性、某、罪の轍（わだち）、土に贖（あ
がな）う、どうしても生きている、ツナ
グ想い人の心得、祝祭と予感、掃除婦の
ための手引書

仁木町民センター・図書室に新たに図書
17 冊を配架しました！

　「
安
全
・
安
心
な
学
校
・
地
域
づ
く
り
」

　「
学
校
給
食
の
充
実
」

◎
生
涯
学
習
（
３
項
目
）

　「
社
会
教
育
活
動
の
推
進
」

　「
芸
術
・
文
化
の
振
興
」

　「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
振
興
」

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な

社
会
変
化
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
仁
木
町
の

輝
く
未
来
を
築
き
、
幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
一

丸
と
な
っ
て
本
町
教
育
の
充
実
・
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
画
と
、
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
教
育
関
係
機

関
、
団
体
等
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
が
始
動
！

「
心
豊
か
に
学
び
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

へ
向
け
て
！

委員会
　 だより

●仁木町教育委員会　☎32-3621

図 書 室 通 信

　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
当
面
の
間
、
利
用

時
間
、
利
用
人
数
、
利
用
目
的
、
利
用
方
法
な

ど
に
制
限
を
設
け
て
開
館
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
は
不
自
由
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
配
慮
し
て
の

処
置
で
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※

少
し
で
も
体
調
が
悪
い
方
は
入
館
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※

入
館
の
際
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
入
口
で
の

手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

短
時
間
で
の
ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※

次
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
に

向
け
た
ご
協
力
の
お
願
い
」
を
遵
守
し
て
く

だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
に

向
け
た
ご
協
力
の
お
願
い

①
次
に
該
当
す
る
方
の
使
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い

※

風
邪
の
症
状
が
あ
る
具
合
の
悪
い
方

※

過
去
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
か
ぜ
症
状
で
の

受
診
や
服
薬
等
を
し
た
方

※

感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
や
国
へ
の
訪
問
歴

が
14
日
間
以
内
に
あ
る
方

②
適
切
な
感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※

会
場
に
入
る
際
の
手
指
消
毒
の
実
施

　
手
指
消
毒
剤
等
が
無
い
場
合
は
十
分
に
手
洗

い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※

手
が
届
く
範
囲
以
上
、
人
と
の
距
離
を
保
つ

（
１
メ
ー
ト
ル
程
度
）

仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
・
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

※

複
数
人
が
密
集
し
て
声
を
出
す
機

会
を
制
限
す
る
（
例
：
合
唱
、
か

け
声
等
）

※

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
（
マ
ス
ク

着
用
等
）

※

部
屋
の
換
気
（
１
時
間
毎
に
５
〜

10
分
程
度
）

③
感
染
が
発
生
し
た
場
合
の
参
加
者

へ
の
確
実
な
連
絡
と
、
行
政
機
関

に
よ
る
調
査
へ
の
ご
協
力

※

入
館
者
名
簿
へ
の
記
入

④
そ
の
他

※

食
事
の
提
供
は
、
大
皿
な
ど
で
の

取
り
分
け
は
避
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

さ
れ
た
も
の
を
個
別
に
提
供
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

各
使
用
団
体
に
お
い
て
は
、
最
新

の
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
き
、

安
全
確
保
に
細
心
の
注
意
を
払

い
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
事
項
を
守
れ
な
い
場
合

は
、
使
用
の
中
止
等
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
各
施

設
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
。

　
教
育
委
員
会

　
三
二
ー
三
六
二
一

　
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室

　
三
二
ー
三
九
五
八

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
三
二
ー
三
六
二
二

開  館  時  間施 　設　 名 主な利用制限

仁木町民センター
9:00～ 17:00
（月曜日は休館）

・開催実施の必要性を十分にご検討の上、ご使用ください
・不特定多数が集まるイベント等の開催は禁止
・合唱やかけ声等を必要とする集会は禁止
・同じ時間帯に異なる団体の使用を可能な限り禁止

9:00～ 17:00
（月曜日は休館）

図書室 ・貸出・返却・予約のみ受付
・館内での閲覧、閲覧席の利用、ＤＶＤの視聴は禁止

山村開発センター
9:00～ 19:30
（月曜日は休館）

〇アリーナ（個人利用のみ）
・半面のみの１人１日１回限りのみ（入館30分前までに受付）
・利用時間
９ :00～ 10:30・12:00～ 13:30・15:00～ 16:30・18:00
～ 19:30（土日開放なし）の１時間30分の利用（消毒作業のため、着
替えを含め２時間以内に退館願います）

・利用人数は10名まで　　　・団体でのスポーツ活動は禁止
・小中高生の部活動等は禁止　・スポーツ大会等のイベントは禁止
〇第１研修室
・利用者は10名まで　　　
〇当面の間、資料室及び第２研修室（格技室）は閉室します。

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

　
４
月
の
人
事
異
動
等
で
、町
内
小
中
学
校
へ
10
人
の
先
生
方
が
着
任
し
ま
し
た
。転
出
、

退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　（
括
弧
内
は
前
任
地
　
敬
称
略
）

新
任
で
す
！ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

仁木小 校長
山﨑　貴志

（蘭越町／蘭越小）

仁木中 教頭
佐藤　誠二

（倶知安町／倶知安中）

銀山小 教諭
飯島　竜也

（余市町／黒川小）

銀山小 教諭
明村　睦子

（岩内町／岩内東小）

銀山小 校長
打矢　和美

（小樽市／望洋台小）

仁木中 教諭
守屋　未弓
（新規採用）

銀山中 養護教諭
飯田　有理

（赤井川村／赤井川小）

銀山中 教頭
船橋　武夫

（留寿都村／留寿都中）

仁木中 事務職員
小川　克博

（赤井川村／都小）

転
　
　
　出

 

渡
邉

　
　均

 

（
仁
木
小
／
倶
知
安
町 

倶
知
安
小 

校
長
）

 

荒
木

　俊
行

 

（
銀
山
小
／
神
恵
内
村 

神
恵
内
小 
校
長
）

 

相
澤

　克
幸

 

（
仁
木
中
／
黒
松
内
町 

白
井
川
中 

教
頭
）

 

久
米

　達
夫

 

（
銀
山
中
／
古
平
町 

古
平
中 

教
頭
）

 

秋
南

　一
樹

 

（
仁
木
中
／
岩
内
町 

岩
内
第
一
中 

教
諭
）

 

中
野

　哲
嗣

 

（
仁
木
小
／
北
広
島
市
消
防
）

 

間
鍋

　亮
太

 

（
銀
山
中
／
黒
松
内
町 

白
井
川
中 

教
諭
）

退
　
　
　職

 

谷
﨑
慎
二
郎
（
銀
山
小 

教
諭
）

期
限
付
採
用

 

澤
田
絵
巳
子
（
銀
山
小 

教
諭
）

（
　
）
内
は
前
任
地
／
転
出
先
等  

敬
称
略

01
No.
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ま
ち
の
話
題

特
集

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
木
町
人
事

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
木
町
人
事

く
ら
し
の
伝
言
板

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
令
和
元
年
度
が
無
事
終
了
し
、
新
た
に
令

和
２
年
度
が
始
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年

親
し
ま
れ
て
き
た「
教
育
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」

か
ら
「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
と
し
て
名
称

を
変
更
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
で

は
、
学
校
教
育
で
５
項
目
、
生
涯
学
習
で
３

項
目
の
重
点
を
定
め
ま
し
た
。

◎
学
校
教
育
（
５
項
目
）

　「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

　「
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
の
育
成
」

　「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」

図 書 室 通 信

　図書については、本町で推進している
ワイン産業振興にともない、ワインに関
する本を多く揃えました。ご興味のある
方はぜひ仁木町民センター・図書室にお
立ち寄りください。また、大江地区、銀
山地区にも新刊を配架しておりますの
で、ぜひご利用ください。

４月23日は「子ども読書の日」です！
　本を読む楽しさを知ることは、子ども
の成長にとても大切なことです。
　また、大人にとっても子どもの読書の
大切さを考える大切な機会です。
　この機会に図書室を利用しませんか？

▼図　書
背高泡立草、流人道中記（上・下）、土
とワイン、ワインの香り、The wine マ
グナム・エディション、WINE NOTE、
ワイン用葡萄品種大事典、芙蓉の人、人
間の本性、某、罪の轍（わだち）、土に贖（あ
がな）う、どうしても生きている、ツナ
グ想い人の心得、祝祭と予感、掃除婦の
ための手引書

仁木町民センター・図書室に新たに図書
17 冊を配架しました！

　「
安
全
・
安
心
な
学
校
・
地
域
づ
く
り
」

　「
学
校
給
食
の
充
実
」

◎
生
涯
学
習
（
３
項
目
）

　「
社
会
教
育
活
動
の
推
進
」

　「
芸
術
・
文
化
の
振
興
」

　「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
振
興
」

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な

社
会
変
化
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
仁
木
町
の

輝
く
未
来
を
築
き
、
幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
一

丸
と
な
っ
て
本
町
教
育
の
充
実
・
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
画
と
、
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
教
育
関
係
機

関
、
団
体
等
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
が
始
動
！

「
心
豊
か
に
学
び
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

へ
向
け
て
！

委員会
　 だより

●仁木町教育委員会　☎32-3621

図 書 室 通 信

　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
当
面
の
間
、
利
用

時
間
、
利
用
人
数
、
利
用
目
的
、
利
用
方
法
な

ど
に
制
限
を
設
け
て
開
館
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
は
不
自
由
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
配
慮
し
て
の

処
置
で
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※

少
し
で
も
体
調
が
悪
い
方
は
入
館
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※

入
館
の
際
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
入
口
で
の

手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

短
時
間
で
の
ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※

次
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
に

向
け
た
ご
協
力
の
お
願
い
」
を
遵
守
し
て
く

だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
に

向
け
た
ご
協
力
の
お
願
い

①
次
に
該
当
す
る
方
の
使
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い

※

風
邪
の
症
状
が
あ
る
具
合
の
悪
い
方

※

過
去
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
か
ぜ
症
状
で
の

受
診
や
服
薬
等
を
し
た
方

※

感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
や
国
へ
の
訪
問
歴

が
14
日
間
以
内
に
あ
る
方

②
適
切
な
感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※

会
場
に
入
る
際
の
手
指
消
毒
の
実
施

　
手
指
消
毒
剤
等
が
無
い
場
合
は
十
分
に
手
洗

い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※

手
が
届
く
範
囲
以
上
、
人
と
の
距
離
を
保
つ

（
１
メ
ー
ト
ル
程
度
）

仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
・
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

※
複
数
人
が
密
集
し
て
声
を
出
す
機

会
を
制
限
す
る
（
例
：
合
唱
、
か

け
声
等
）

※

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
（
マ
ス
ク

着
用
等
）

※

部
屋
の
換
気
（
１
時
間
毎
に
５
〜

10
分
程
度
）

③
感
染
が
発
生
し
た
場
合
の
参
加
者

へ
の
確
実
な
連
絡
と
、
行
政
機
関

に
よ
る
調
査
へ
の
ご
協
力

※

入
館
者
名
簿
へ
の
記
入

④
そ
の
他

※

食
事
の
提
供
は
、
大
皿
な
ど
で
の

取
り
分
け
は
避
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

さ
れ
た
も
の
を
個
別
に
提
供
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

各
使
用
団
体
に
お
い
て
は
、
最
新

の
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
き
、

安
全
確
保
に
細
心
の
注
意
を
払

い
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
事
項
を
守
れ
な
い
場
合

は
、
使
用
の
中
止
等
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
各
施

設
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
。

　
教
育
委
員
会

　
三
二
ー
三
六
二
一

　
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室

　
三
二
ー
三
九
五
八

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
三
二
ー
三
六
二
二

開  館  時  間施 　設　 名 主な利用制限

仁木町民センター
9:00～ 17:00
（月曜日は休館）

・開催実施の必要性を十分にご検討の上、ご使用ください
・不特定多数が集まるイベント等の開催は禁止
・合唱やかけ声等を必要とする集会は禁止
・同じ時間帯に異なる団体の使用を可能な限り禁止

9:00～ 17:00
（月曜日は休館）

図書室 ・貸出・返却・予約のみ受付
・館内での閲覧、閲覧席の利用、ＤＶＤの視聴は禁止

山村開発センター
9:00～ 19:30
（月曜日は休館）

〇アリーナ（個人利用のみ）
・半面のみの１人１日１回限りのみ（入館30分前までに受付）
・利用時間
９ :00～ 10:30・12:00～ 13:30・15:00～ 16:30・18:00
～ 19:30（土日開放なし）の１時間30分の利用（消毒作業のため、着
替えを含め２時間以内に退館願います）

・利用人数は10名まで　　　・団体でのスポーツ活動は禁止
・小中高生の部活動等は禁止　・スポーツ大会等のイベントは禁止
〇第１研修室
・利用者は10名まで　　　
〇当面の間、資料室及び第２研修室（格技室）は閉室します。

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

　
４
月
の
人
事
異
動
等
で
、町
内
小
中
学
校
へ
10
人
の
先
生
方
が
着
任
し
ま
し
た
。転
出
、

退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　（
括
弧
内
は
前
任
地
　
敬
称
略
）

新
任
で
す
！ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

仁木小 校長
山﨑　貴志

（蘭越町／蘭越小）

仁木中 教頭
佐藤　誠二

（倶知安町／倶知安中）

銀山小 教諭
飯島　竜也

（余市町／黒川小）

銀山小 教諭
明村　睦子

（岩内町／岩内東小）

銀山小 校長
打矢　和美

（小樽市／望洋台小）

仁木中 教諭
守屋　未弓
（新規採用）

銀山中 養護教諭
飯田　有理

（赤井川村／赤井川小）

銀山中 教頭
船橋　武夫

（留寿都村／留寿都中）

仁木中 事務職員
小川　克博

（赤井川村／都小）

転
　
　
　出

 

渡
邉

　
　均

 

（
仁
木
小
／
倶
知
安
町 

倶
知
安
小 

校
長
）

 

荒
木

　俊
行

 

（
銀
山
小
／
神
恵
内
村 

神
恵
内
小 

校
長
）

 

相
澤

　克
幸

 

（
仁
木
中
／
黒
松
内
町 

白
井
川
中 

教
頭
）

 

久
米

　達
夫

 

（
銀
山
中
／
古
平
町 

古
平
中 

教
頭
）

 

秋
南

　一
樹

 

（
仁
木
中
／
岩
内
町 

岩
内
第
一
中 

教
諭
）

 

中
野

　哲
嗣

 

（
仁
木
小
／
北
広
島
市
消
防
）

 

間
鍋

　亮
太

 

（
銀
山
中
／
黒
松
内
町 

白
井
川
中 

教
諭
）

退
　
　
　職

 

谷
﨑
慎
二
郎
（
銀
山
小 

教
諭
）

期
限
付
採
用

 

澤
田
絵
巳
子
（
銀
山
小 

教
諭
）

（
　
）
内
は
前
任
地
／
転
出
先
等  

敬
称
略

01
No.
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よ
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ま
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レ
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仁
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ら
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伝
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板

ま
ち
の
話
題

特
集

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

仁
木
町
人
事

く
ら
し
の
伝
言
板

NIKI Hills 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
か
らNIKI Natural Crayon

町
内
保
育
所
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

182

大
原
知
恵
美
さ
ん
、
銀
山
女
性
の
会

仁
小
・
銀
小
に
マ
ス
ク
寄
贈

　N
IKI Hills 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
石
川
和
則
代
表
）か
ら
、同

社
が
製
作
し
た
天
然
素
材

の
ク
レ
ヨ
ン
、『N

IKI N
atu

ral crayon

』
を
寄
贈
い
た

だ
き
、
町
内
３
保
育
所
の
園

児
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ク
レ
ヨ
ン
の
原
料

は
、
ワ
イ
ン
醸
造
を
行
う
過

程
で
出
る
ブ
ド
ウ
の
皮
な

ど
、
本
来
な
ら
ば
捨
て
て
し

ま
う
農
作
物
。天
然
素
材
を

原
料
と
す
る
た
め
、化
学
物

質
過
敏
症
な
ど
で
お
悩
み

の
方
に
も
安
心
し
て
使
っ
て

い
た
だ
け
る
、
環
境
に
も
人

に
も
優
し
い
製
品
。

　
同
社
は
こ
う
し
た
天
然

素
材
の
製
品
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
食
育
の
分
野
だ
け

で
な
く
、
国
外
の
貧
困
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
や
、
ク
レ
ヨ
ン

を
企
画
し
た
女
性
ス
タ
ッ
フ

の
実
績
を
と
お
し
、
女
性
の

活
躍
を
後
押
し
す
る
な
ど
、

今
後
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う

施
設
で
こ
そ
で
き
る
こ
と

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

①『NIKI Natural crayon』を受
け取るにき保育園園児の皆さん。

「町産農産物から作られたクレヨ
ンを使うことで、農業と暮らしの
繋がりをより感じてもらえれば」
と、にき保育園の細田正幸園長。
②NIKI Hills ヴィレッジの舟津圭
三総支配人（写真右）から『NIKI 
Natural crayon』100 箱の寄贈
を受けた佐藤町長。

①３月30日大原知恵美さ
ん（写真左）からマスクの
寄贈を受けた、仁木小学
校の吉田貴教頭（同右）と
八柳真理子先生（同中
央）。マスクの使い方が丁
寧に書かれた手紙も添え
られた。②４月６日、銀山
小学校、打矢和美校長

（写真左）へマスクを寄贈
する大洞会長（写真中央）
と堀野副会長（写真右）。
女性の会皆さんで作った
50枚のマスクを寄贈し
た。

　『
待
ち
に
待
っ
た
新
学

期
。皆
さ
ん
に
は
元
気
に

登
校
し
て
欲
し
い
』そ
ん
な

思
い
か
ら
、
大
原
知
恵
美

さ
ん（
大
江
）、
銀
山
女
性

の
会
（
大
洞
和
子
会
長
）

が
、仁
木
小
学
校
、銀
山
小

学
校
に
、手
作
り
マ
ス
ク
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　
大
原
さ
ん
は
仁
木
小
学

校
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
。

「
材
料
の
手
配
に
苦
労
し

①

①

②

②

ま
し
た
が
、
少
し
で
も
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」と

優
し
い
笑
顔
で
答
え
て
い

た
だ
い
た
大
原
さ
ん
。

　
銀
山
女
性
の
会
の
皆
さ

ん
は
銀
山
小
学
校
へ
マ
ス

ク
を
届
け
、「
マ
ス
ク
は

作
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
、

新
し
い
発
見
も
あ
り
楽
し

か
っ
た
。児
童
の
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
」
と
堀
野

子
副
会

長
は
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

仁
木
郵
便
局

303
「実物を確認して本物に
近づけました」という、上
山局長手作りの模擬バス
停が目印。佐藤町長も「今
の世の中、こうした温か
いサービスは嬉しい」と
感謝の言葉を伝えまし
た。

ロ
ビ
ー
を
バ
ス
待
合
所
に

　
平
成
29
年
12
月
に
、町
と
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

仁
木
郵
便
局
（
上
山
大
輔
局

長
）の
受
付
前
ス
ペ
ー
ス
が
、バ

ス
停
「
仁
木
郵
便
局
」
の
待
合

所
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
悪
天
候

時
の
バ
ス
待
ち
が
楽
に
な
れ

ば
」と
上
山
局
長
。

　
な
お
、
バ
ス
待
合
所
の
開
放

時
間
は
、
平
日
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

贈

NEWS

企画課未来創生係
☎32-3953 町

か
ら
の
お
知
ら
せ

●対　象　者 〇移住者　　〇子育て世帯（中学生以下の子どもを扶養し、同居している世帯）
〇若年世帯（夫婦ともに、またはいずれかが50歳以下の世帯）

●新築住宅建設費・住宅改修費の補助内容

・新築住宅建設費 補　助　額／1,000万円以上の建設費に対し200万円
対象住宅／新築または建売で住宅部分の床面積が50㎡以上など

・住 宅 改 修 費 補　助　額／500万円以上の改修工事に対し100万円
対象住宅／改修工事後、住宅の床面積が50㎡以上など

仁木町定住促進新築住宅取得補助事業
及び住宅改修補助事業について

　仁木町への定住促進を目的とした住宅新築・
改修補助事業について、今年度も引き続き実施
いたします。
　今年度、住宅新築または住宅改修を計画され
ている方は企画課未来創生係までご相談願いま

す。なお、事業の実施に当たっては、令和３年
３月31日までに工事を完了する必要があります
のでご留意願います。
　詳しくは上記お問い合わせ先までご連絡くだ
さい。

企画課情報防災係
☎32-3953

土砂災害警戒区域の指定について

　土砂災害防止法に基づき、北海道において令和２年３月10日に、下記の地域が「土砂災害警戒区
域」に指定されましたので、お知らせいたします。
　なお、下記ホームページでは詳細情報を確認できます。

●ホームページ：http://www.town.niki.hokkaido.jp/section/kikakuka/immd6j0000003yv9.html
●土砂災害警戒区域

指定区域名 所　　　　在　　　　地 自然現象の種類 

地すべり<2>－1－(3)　旭台 旭台、北町2丁目、西町2丁目・4丁目・6丁目

お 問 い 合 わ せ 先

お 問 い 合 わ せ 先

５月１日からニキバスの
運行ダイヤ、ルートが変わります

　本年５月１日㈮から、ニキバスの運行ダイヤが変わりま
す。ダイヤの詳細は、別配付のチラシをご確認ください。
　併せて、新たに３つのバス停を追加しましたのでお知ら
せします。

●追加されたバス停
　①役場庁舎　 ②仁木駅前　 ③黒川９丁目（余市町）
※新しく追加されたのは、右図の水色部分。国道から役場庁舎、ＪＲ

仁木駅を経由するルートが追加されました。

企画課未来創生係
☎32-3953

お 問 い 合 わ せ 先
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「町産農産物から作られたクレヨ
ンを使うことで、農業と暮らしの
繋がりをより感じてもらえれば」
と、にき保育園の細田正幸園長。
②NIKI Hills ヴィレッジの舟津圭
三総支配人（写真右）から『NIKI 
Natural crayon』100 箱の寄贈
を受けた佐藤町長。

①３月30日大原知恵美さ
ん（写真左）からマスクの
寄贈を受けた、仁木小学
校の吉田貴教頭（同右）と
八柳真理子先生（同中
央）。マスクの使い方が丁
寧に書かれた手紙も添え
られた。②４月６日、銀山
小学校、打矢和美校長

（写真左）へマスクを寄贈
する大洞会長（写真中央）
と堀野副会長（写真右）。
女性の会皆さんで作った
50枚のマスクを寄贈し
た。
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企画課未来創生係
☎32-3953 町

か
ら
の
お
知
ら
せ

●対　象　者 〇移住者　　〇子育て世帯（中学生以下の子どもを扶養し、同居している世帯）
〇若年世帯（夫婦ともに、またはいずれかが50歳以下の世帯）

●新築住宅建設費・住宅改修費の補助内容

・新築住宅建設費 補　助　額／1,000万円以上の建設費に対し200万円
対象住宅／新築または建売で住宅部分の床面積が50㎡以上など

・住 宅 改 修 費 補　助　額／500万円以上の改修工事に対し100万円
対象住宅／改修工事後、住宅の床面積が50㎡以上など

仁木町定住促進新築住宅取得補助事業
及び住宅改修補助事業について

　仁木町への定住促進を目的とした住宅新築・
改修補助事業について、今年度も引き続き実施
いたします。
　今年度、住宅新築または住宅改修を計画され
ている方は企画課未来創生係までご相談願いま

す。なお、事業の実施に当たっては、令和３年
３月31日までに工事を完了する必要があります
のでご留意願います。
　詳しくは上記お問い合わせ先までご連絡くだ
さい。

企画課情報防災係
☎32-3953

土砂災害警戒区域の指定について

　土砂災害防止法に基づき、北海道において令和２年３月10日に、下記の地域が「土砂災害警戒区
域」に指定されましたので、お知らせいたします。
　なお、下記ホームページでは詳細情報を確認できます。

●ホームページ：http://www.town.niki.hokkaido.jp/section/kikakuka/immd6j0000003yv9.html
●土砂災害警戒区域

指定区域名 所　　　　在　　　　地 自然現象の種類 

地すべり<2>－1－(3)　旭台 旭台、北町2丁目、西町2丁目・4丁目・6丁目

お 問 い 合 わ せ 先

お 問 い 合 わ せ 先

５月１日からニキバスの
運行ダイヤ、ルートが変わります

　本年５月１日㈮から、ニキバスの運行ダイヤが変わりま
す。ダイヤの詳細は、別配付のチラシをご確認ください。
　併せて、新たに３つのバス停を追加しましたのでお知ら
せします。

●追加されたバス停
　①役場庁舎　 ②仁木駅前　 ③黒川９丁目（余市町）
※新しく追加されたのは、右図の水色部分。国道から役場庁舎、ＪＲ

仁木駅を経由するルートが追加されました。

企画課未来創生係
☎32-3953

お 問 い 合 わ せ 先



住民課おもいやり係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先ヘルプマークとヘルプカードを配布
しています

●ヘルプマーク、ヘルプカードって？
　義足を使用している方や内部障がいの方、また
は妊娠初期の方など、外見からは援助、配慮を必
要としているのが分かりにくい方が、周囲へそれ
を知らせることで、サポートを得やすくなるよう
作成したものが「ヘルプマーク」です。
　また、障がいのある人の中には様々な理由で、
自分から「困った」と伝えられない人がいます。
「ヘルプカード」はそうした方が助けを求めやす
くなるよう作成したものです。
●どんな人がもらえるの？
・ヘルプマーク
上記のように外見から援助、配慮を必要として
いることがわかりにくい方
・ヘルプカード
周囲から助けが必要なときに「ヘルプカード」
を活用したい方

●配布について
配付場所：仁木町住民課おもいやり係
・ヘルプマーク
障がい者手帳などは不要ですので窓口までお越
しください。
・ヘルプカード
上記窓口でお渡しのほか、仁木町のホームペー
ジ（http://www.town.niki.hokkaido.jp/）から
「健康・福祉」の「ヘルプカード」よりダウン
ロードし、プリントアウトしてお使いいただく
ことも可能です。

財政課税務係
☎32-2512

皆さんの暮らしを支える大切な財源となります

町税は納期内に納めましょう
お 問 い 合 わ せ 先

●暮らしを支える町税と国保税
　町税と国民健康保険税は、暮らしや地域医療
を支える大切な財源となり、皆さんで公平に負
担しています。
　納められた町税は、ごみの処理や道路維持、
公園整備、教育、消防、子育て支援や各種福祉
サービスに使われています。
●皆さんからの納税がなければ
　町の財源が不足して、行政サービスの低下を

招き、ご不便をかけることとなります。
●納付は期限内に
　期限内に納付している人との公平性が保てな
くなりますので、町税と国保税は必ず期限内に
納めてください。
　また、期限を過ぎて納付された場合、期限内に
納付された方との公平性を保つため、本税のほ
かに延滞金がかかりますので、ご注意ください。

 

建設課土木係
☎32-2516

建設発生土の受け入れ希望者を募集
しています

　令和２年度以降、余市川改修工事により発生する建設発生土の受入地確保について、小樽建設管理部余
市出張所から依頼がありましたので、受け入れを希望される方は、担当までご連絡ください。
　発生時期は令和２年～６年度で、約15万㎥の砂質土・礫質土の発生が予想されてます。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

わな猟免許・第一種猟銃免許・猟銃
所持許可取得補助金制度

　わな猟免許は14千円、第一種銃猟免許は
17千円、猟銃所持許可は75千円が補助上限
です。なお、銃猟免許取得及び猟銃所持許
可については50歳以下の方が対象です。
　なお、免許取得後10年間は、北海道猟友
会仁木支部及び仁木町鳥獣被害対策実施隊

への加入が必要で、狩猟免許及び猟銃取得
後の狩猟方法、具体的な被害軽減対策につ
いても先輩方がサポートします。
なお、取得を希望される方、詳しい情報を
希望される方は事前に上記担当までお問い
合わせください。

住宅地などでの農薬散布に注意
しましょう

　春から秋にかけて、農薬を散布する機会が多くなります。学校等の公共施設や、住宅地付近の畑
等では周辺住民への健康被害が生じないように通学時間等人通りの多い時間帯を避けたり、散布時
に周囲の方へお知らせするなど、ご配慮していただくよう、よろしくお願いいたします。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

鳥獣被害防止対策機器の補助金

　町では、エゾシカなどの農作業被害を軽減するため有害鳥獣対策に必要な銃猟免許及びわな猟免
許などの資格取得に対する補助を行っています。

　狩猟免許とあわせて、町では令和元年度
より、10アール以上の農地を所有する農業
者を対象にアライグマ用箱わな、シカ用く
くりわな、シカ侵入防止電気柵の購入につ
いて一定の補助を実施いたします。
　アライグマ用箱わなは、補助率２／３
（補助限度額８千円）で、わな猟免許所持
又は、アライグマ防除に係る講習受講が必
要です。シカ用くくりわなは、補助率２／
３（補助限度額８千円）で、わな猟免許所

持とわな保険の加入が必要です。わな免許
取得の制度とあわせてご検討ください。シ
カ侵入防止電気柵は補助率２／３（補助限
度額80千円）です。また、補助した機器に
ついては以降、設置の日数と捕獲した個体
数などを町に報告していただきます。
　有害鳥獣からの被害軽減は皆様ひとりひ
とりの力が重要です。詳しい情報は上記担
当までお問い合わせください。
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住民課おもいやり係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先ヘルプマークとヘルプカードを配布
しています

●ヘルプマーク、ヘルプカードって？
　義足を使用している方や内部障がいの方、また
は妊娠初期の方など、外見からは援助、配慮を必
要としているのが分かりにくい方が、周囲へそれ
を知らせることで、サポートを得やすくなるよう
作成したものが「ヘルプマーク」です。
　また、障がいのある人の中には様々な理由で、
自分から「困った」と伝えられない人がいます。
「ヘルプカード」はそうした方が助けを求めやす
くなるよう作成したものです。
●どんな人がもらえるの？
・ヘルプマーク
上記のように外見から援助、配慮を必要として
いることがわかりにくい方
・ヘルプカード
周囲から助けが必要なときに「ヘルプカード」
を活用したい方

●配布について
配付場所：仁木町住民課おもいやり係
・ヘルプマーク
障がい者手帳などは不要ですので窓口までお越
しください。
・ヘルプカード
上記窓口でお渡しのほか、仁木町のホームペー
ジ（http://www.town.niki.hokkaido.jp/）から
「健康・福祉」の「ヘルプカード」よりダウン
ロードし、プリントアウトしてお使いいただく
ことも可能です。

財政課税務係
☎32-2512

皆さんの暮らしを支える大切な財源となります

町税は納期内に納めましょう
お 問 い 合 わ せ 先

●暮らしを支える町税と国保税
　町税と国民健康保険税は、暮らしや地域医療
を支える大切な財源となり、皆さんで公平に負
担しています。
　納められた町税は、ごみの処理や道路維持、
公園整備、教育、消防、子育て支援や各種福祉
サービスに使われています。
●皆さんからの納税がなければ
　町の財源が不足して、行政サービスの低下を

招き、ご不便をかけることとなります。
●納付は期限内に
　期限内に納付している人との公平性が保てな
くなりますので、町税と国保税は必ず期限内に
納めてください。
　また、期限を過ぎて納付された場合、期限内に
納付された方との公平性を保つため、本税のほ
かに延滞金がかかりますので、ご注意ください。

 

建設課土木係
☎32-2516

建設発生土の受け入れ希望者を募集
しています

　令和２年度以降、余市川改修工事により発生する建設発生土の受入地確保について、小樽建設管理部余
市出張所から依頼がありましたので、受け入れを希望される方は、担当までご連絡ください。
　発生時期は令和２年～６年度で、約15万㎥の砂質土・礫質土の発生が予想されてます。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

わな猟免許・第一種猟銃免許・猟銃
所持許可取得補助金制度

　わな猟免許は14千円、第一種銃猟免許は
17千円、猟銃所持許可は75千円が補助上限
です。なお、銃猟免許取得及び猟銃所持許
可については50歳以下の方が対象です。
　なお、免許取得後10年間は、北海道猟友
会仁木支部及び仁木町鳥獣被害対策実施隊

への加入が必要で、狩猟免許及び猟銃取得
後の狩猟方法、具体的な被害軽減対策につ
いても先輩方がサポートします。
なお、取得を希望される方、詳しい情報を
希望される方は事前に上記担当までお問い
合わせください。

住宅地などでの農薬散布に注意
しましょう

　春から秋にかけて、農薬を散布する機会が多くなります。学校等の公共施設や、住宅地付近の畑
等では周辺住民への健康被害が生じないように通学時間等人通りの多い時間帯を避けたり、散布時
に周囲の方へお知らせするなど、ご配慮していただくよう、よろしくお願いいたします。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

鳥獣被害防止対策機器の補助金

　町では、エゾシカなどの農作業被害を軽減するため有害鳥獣対策に必要な銃猟免許及びわな猟免
許などの資格取得に対する補助を行っています。

　狩猟免許とあわせて、町では令和元年度
より、10アール以上の農地を所有する農業
者を対象にアライグマ用箱わな、シカ用く
くりわな、シカ侵入防止電気柵の購入につ
いて一定の補助を実施いたします。
　アライグマ用箱わなは、補助率２／３
（補助限度額８千円）で、わな猟免許所持
又は、アライグマ防除に係る講習受講が必
要です。シカ用くくりわなは、補助率２／
３（補助限度額８千円）で、わな猟免許所

持とわな保険の加入が必要です。わな免許
取得の制度とあわせてご検討ください。シ
カ侵入防止電気柵は補助率２／３（補助限
度額80千円）です。また、補助した機器に
ついては以降、設置の日数と捕獲した個体
数などを町に報告していただきます。
　有害鳥獣からの被害軽減は皆様ひとりひ
とりの力が重要です。詳しい情報は上記担
当までお問い合わせください。
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●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514 ※対象者のみ

●いきいきクラブ　 保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●フォローアップ教室　 保健センター／１部 10:00～11:30　２部13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●広報『Niki』５月号発行　 総務課　 32-2511

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

わたなべ内科医院　 22-3989高橋配管設備 　22-5571

北悠建設　 32-3101

●いきいきクラブ　 保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855 ※対象者のみ

●広報『Niki』４月号発行　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●仁木小学校運動会　 仁木小学校グラウンド

今野設備　 090-3118-4433

堀川管工設備工業　 23-3032

今野設備　 090-3118-4433

堀川管工設備工業　 23-3032

藤田設備　 32-3672

藤田設備　 32-3672

よいち北川眼科医院　 22-1308

長内水道配管　 32-2105

長内水道配管　 32-2105

Niki配管設備　 32-2647 佐久間歯科古平医院　 42-2648

とみさわ歯科　 22-1511

荒木歯科医院　 22-6200

関組　 22-4782

Niki配管設備　 32-2647

関組　 22-4782 池田内科クリニック　 23-8811

北悠建設　 32-3101

高橋配管設備　 22-5571

北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533

勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843

●リハビリcafé ニキボー（大江地区）  大江コミュニティセンター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（然別地区）　 然別生活館／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（仁木地区）　 保健センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（銀山地区）　 銀山生活改善センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※予約制

●仁木町営住宅及び仁木町特定公共賃貸住宅入居者募集申込開始　 建設課建築係　 32-2516

●仁木町営住宅及び仁木町特定公共賃貸住宅入居者募集申込締切　 建設課建築係　 32-2516

●フルーツの里キッチン料理教室友の会  　保健センター／10:00～13:00　 ほけん課　 32-2514 ※予約制

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●リハビリcafé ニキボー（尾根内地区）　 尾根内会館／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　  32-3855 ※予約制

●3～4か月・6～7か月・9～10か月児健診　 保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514
　※対象者のみ。会場が変更になる場合がありますので、送付する書面をご確認ください。

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●無料あんしん法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

中島内科　 22-3866

勤医協余市診療所　 22-2861

小嶋内科　 22-2245

林病院　 22-5188

田中内科医院　 22-6125
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14㊍●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理４
月

５
月

５
月

ゴールデンウィーク期間中の
し尿収集について

　ゴールデンウィーク期間中のし尿収集については、下記の期間中休みとなりますので、余裕を持ってお
申し込みください。

●し尿収集休業期間　５月２日土～５月６日水振休

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

「看護の日」ふれあい看護体験のお知らせ

　５月12日はナイチンゲールの誕生日にちなみ、「看護の日」と制定されています。
“看護の心をみんなの心に”そんな想いで、ふれあい看護体験を実施します。ぜひ、この機会に参加してみま
せんか？多数のご参加お待ちしています。

余市協会病院第一病棟
☎23-3126

お 問 い 合 わ せ 先

有限会社 仁木小型運輸
☎32-2074

お 問 い 合 わ せ 先

●日　時　 令和２年５月 13 日㈬　午前 10 時～午後２時 30 分
●場　所　 余市協会病院
●対　象　 北後志５か町村在住の中学生・高校生
●内　容　 院内見学・看護師ユニフォーム体験・看護体験（血圧測定・車椅子移乗他）
　　　　　 患者体験・病院食試食体験 等
●締　切　 令和２年５月１日㈮　　※新型感染症の状況によっては、開催中止となる場合があります。

11㊊

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年４月 ●令和２年５月
日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30
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感
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●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514 ※対象者のみ

●いきいきクラブ　 保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●フォローアップ教室　 保健センター／１部 10:00～11:30　２部13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●広報『Niki』５月号発行　 総務課　 32-2511

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

わたなべ内科医院　 22-3989高橋配管設備 　22-5571

北悠建設　 32-3101

●いきいきクラブ　 保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855 ※対象者のみ

●広報『Niki』４月号発行　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●仁木小学校運動会　 仁木小学校グラウンド

今野設備　 090-3118-4433

堀川管工設備工業　 23-3032

今野設備　 090-3118-4433

堀川管工設備工業　 23-3032

藤田設備　 32-3672

藤田設備　 32-3672

よいち北川眼科医院　 22-1308

長内水道配管　 32-2105

長内水道配管　 32-2105

Niki配管設備　 32-2647 佐久間歯科古平医院　 42-2648

とみさわ歯科　 22-1511

荒木歯科医院　 22-6200

関組　 22-4782

Niki配管設備　 32-2647

関組　 22-4782 池田内科クリニック　 23-8811

北悠建設　 32-3101

高橋配管設備　 22-5571

北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533

勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843

●リハビリcafé ニキボー（大江地区）  大江コミュニティセンター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（然別地区）　 然別生活館／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（仁木地区）　 保健センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855 ※予約制

●リハビリcafé ニキボー（銀山地区）　 銀山生活改善センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※予約制

●仁木町営住宅及び仁木町特定公共賃貸住宅入居者募集申込開始　 建設課建築係　 32-2516

●仁木町営住宅及び仁木町特定公共賃貸住宅入居者募集申込締切　 建設課建築係　 32-2516

●フルーツの里キッチン料理教室友の会  　保健センター／10:00～13:00　 ほけん課　 32-2514 ※予約制

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●リハビリcafé ニキボー（尾根内地区）　 尾根内会館／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　  32-3855 ※予約制

●3～4か月・6～7か月・9～10か月児健診　 保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514
　※対象者のみ。会場が変更になる場合がありますので、送付する書面をご確認ください。

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●無料あんしん法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

中島内科　 22-3866

勤医協余市診療所　 22-2861

小嶋内科　 22-2245

林病院　 22-5188

田中内科医院　 22-6125
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15㊎

14㊍●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理４
月

５
月

５
月

ゴールデンウィーク期間中の
し尿収集について

　ゴールデンウィーク期間中のし尿収集については、下記の期間中休みとなりますので、余裕を持ってお
申し込みください。

●し尿収集休業期間　５月２日土～５月６日水振休

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

「看護の日」ふれあい看護体験のお知らせ

　５月12日はナイチンゲールの誕生日にちなみ、「看護の日」と制定されています。
“看護の心をみんなの心に”そんな想いで、ふれあい看護体験を実施します。ぜひ、この機会に参加してみま
せんか？多数のご参加お待ちしています。

余市協会病院第一病棟
☎23-3126

お 問 い 合 わ せ 先

有限会社 仁木小型運輸
☎32-2074

お 問 い 合 わ せ 先

●日　時　 令和２年５月 13 日㈬　午前 10 時～午後２時 30 分
●場　所　 余市協会病院
●対　象　 北後志５か町村在住の中学生・高校生
●内　容　 院内見学・看護師ユニフォーム体験・看護体験（血圧測定・車椅子移乗他）
　　　　　 患者体験・病院食試食体験 等
●締　切　 令和２年５月１日㈮　　※新型感染症の状況によっては、開催中止となる場合があります。

11㊊

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年４月 ●令和２年５月
日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30
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北海道仁木町広報紙／令和２年４月16日発行 通算785号北海道仁木町広報紙／令和２年４月16日発行 通算785号44
　
去
年
は
映
像
制
作
、YouTube

活

動
と
同
時
に
勉
強
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
こ
で
得
た
知
識

を
活
用
し
て
発
信
の
精
度
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
移
り
変
わ
り
も
激

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
去
年
以
上
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
流
行
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
手

応
え
を
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、
逆

に
気
合
い
を
入
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

反
応
が
悪
か
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
去
年
は
ど
ん
な

一
年
で
し
た
か
？

　
ま
た
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
し
た
い

で
す
か
？

　
僕
は
去
年
と
同
じ
く
、
今
年
も
ワ
ク

ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
一
年
に
な
り
そ
う

で
す
。

特  

集
令
和
２
年
度 

仁
木
町
予
算
決
定

発行 ・ 編集／仁木町総務課   〒048-2492 北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地1　TEL（0135）32-2511　FAX（0135）32-2700
HP ： www.town.niki.hokkaido.jp　　www.facebook.com/town.niki.hokkaido/　印刷 ： 株式会社 総北海（札幌市）

●ひとの動き
　人口／3,184人（前月比－38）  男性／1,537人（前月比－23）  女性／1,647人（前月比－15）  世帯数／1,650世帯（前月比－11）
　外国人人口／20人  男性／４人  女性／16人  世帯数／16世帯 （令和２年３月31日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

４月６日、町内小学校で挙
行された入学式。緊張した
面持ちで会場に入っていく
新一年生を、温かい拍手で
迎える皆さんと、今まさに
新しい世界へ第一歩を踏み
出そうとする新一年生の肩
を、優しく支える先生の
手。多くの皆さんに支えら
れ、まだまだあどけない新
一年生の学校生活が始まり
ます。（撮影場所／銀山小
学校） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

木
町
に
来
て
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
」
と
去
年
は
こ
の
広
報
紙

に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
新
し
い
こ
と
に
は
た
く
さ
ん
挑
戦
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
像
制
作
、

ド
ロ
ー
ン
、YouTube

、
イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ
。
そ
の
中
で
もYouTube

は
特
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
買
い
、
町
の
映
像
を
作
り

YouTube

を
メ
イ
ン
に
発
信
を
す
る

と
沢
山
の
人
か
ら
「
嬉
し
い
」
と
温
か

い
言
葉
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
僕
は
正

直
、
そ
こ
ま
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

と
思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
。

　YouTube

を
メ
イ
ン
に
発
信
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
今
流
行
り
の「You

Tuber

」
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
若
い

人
が
た
だYouTuber

に
な
り
た
く
て

仁
木
町
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
例
え
そ
う
思

わ
れ
た
と
し
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
と
お
し
た

発
信
、
特
に
動
画
に
よ
る
発
信
は
今
後

も
重
要
に
な
る
と
考
え
活
動
を
続
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
実

際
に
発
信
を
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
て
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
ん
な
僕
を

受
け
入
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
と
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

そ
ん
な
想
い
を
言
葉
だ
け
で
な
く
、
動

画
を
と
お
し
て
た
く
さ
ん
の
発
信
を
こ

れ
か
ら
も
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
去
年
は
挑
戦
の
年
、
今
年
は

変
化
を
加
え
る
年
に
。
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
去
年
の
挑
戦
し
て
き
た
こ

と
に
対
し
、
今
年
は
そ
こ
に
変
化
を
加

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
活
動
を
よ
り
大
き
く
し
た
り
、

ま
た
違
う
方
向
に
進
ん
で
み
た
り
、
試

す
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
去
年

と
同
じ
こ
と
を
ひ
た
す
ら
今
年
も
続
け

る
の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
的
に
発
信

す
る
な
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？

も
っ
と
町
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
他
に

ど
ん
な
事
が
で
き
る
の
か
？
色
々
と
戦

略
を
練
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

仁
仁木町地域おこし協力隊コラム

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.25
地域おこし協力隊

嶋 倉  健 悟

2020
令和２年

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

次は変化を加える年に次は変化を加える年に


